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浄土真宗本願寺派ビハーラ活動者による生死の

問題へのアプローチ

一一自由記述式アンケート調査の質的分析一一

伊 東 秀 章

I目的

( 1 )はじめに

科学・医療技術の向上により人々の平均寿命が延ぴ、現代の日本は高齢化社会となった。し

かしながら、寿命が延ぴても人が死ぬという事実は、古今東西を問わず不変の問題である。

この生死の問題に、延命治療以外のアプローチがされるようになった。その一つに、 1967年

にイギリスにおいてSaunders，C.がホスピスケアを始めたことがあげられる。ここが発端の

ーっとなり、世界的にホスピスムーブメントが起こり、 1973年に日本では柏木が淀川キリスト

教病院にてホスピスケアを始めた (Saunders、1981・相木、 2001)。このような中で、これまで

の延命治療のみではなく“人生の質"いわゆるクオリティオプライフが重要であるという考え

方も生まれてきた。

この間題に対して、日本仏教はピハーラ活動を展開している。この発端として、 1985年に田

宮が「悌教を背景とした所謂ホスピスはピハーラと呼称することを提案したいJ(田宮、 1986)

と述べている。その後、田宮や田代、浄土真宗本願寺派など、さまざまな団体がターミナルや

医療、福祉の分野において実践活動を展開してきた{伊東、 2010)。本研究においては、浄土真

宗本顕寺派のピハーラ活動を取り上げ、生死の問題について検討する。

( 2 )先行研究の概観

浄土真宗本願寺派のピハーラ活動は、 1986年11月に本願寺派研修部内に「ピハーラ{仏教ホ

スピス}研究会Jの事務局が設置されたことが始まりとされる。翌年に、ピハーラ実践活動研

究会と改称され、活動者の人材育成が進められた。シンポジウムの開催や本願寺派の機関紙で

ある「本願寺新報」や r宗報」への記事の掲載など、様々な啓発活動を展開している{伊東、

2011)。
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持土真宗の宗旨をよりどころとする者の社会実践の背景にあるものとして、常行大悲の益が

ある。これは信心を獲得したものが得られる十種の益のうちの一つに挙げられている(教学伝

道研究センタ一、 2004、p.251)。このことに関して、梯 (1994a)は、「小慈小悲さえも行ぜられ

ない愚かな身で、人を済度してやろうというような思い上がったことは思うべきではない(中

略)愛と苦しみを超えた領域にあらしめようと嘗願された大悲の本願に身をゆだねて念仏を申

すところにのみ、人聞の愛の限界を超える大道があるのだ(中略)如来の大悲のうながしをう

けて有縁の人びとに念仏をすすめ、もろともに如来の大悲の世界に心を聞いていくようにと伝

道していくようにもなりますJ(pp.l68-169)と述べている。このように、浄土真宗をよりどこ

ろにする者の実践の中心は念仏であり、それを伝えていくことにあると述べられている。

梯 (1994b)は、阿弥陀仏の「本願のみ言葉を受け入れて死はむなしい滅びではなく愛憎を

超えた安らかな湿繋の浄土であり、無限の『いのち』と光の世界に超出することであるとうな

ずく心が恵まれてくるならば」、死を受容する心も生まれてくると、ピハーラ活動の目指すー

っの姿勢について述べている (pp.87-88)。ピハーラ活動の背景として、棒土真宗の本革である

阿弥陀仏の顕いを中心とした活動であることがあげられる。これは活動者の前提でもあり、そ

の相手に対しでも伝えていく内容でもある、とされる。このことにより死を受容する心も生ま

れ、生死の問題を解決していくとされる。

また、奈倉(1994)は、ピハーラ活動は仏教を背景とした宗教者による活動であるとし、そ

の直接的な目的は心理的な安定ではないと、以下のように述べている。「精神的ケアを行うこ

とは宗教者にとって重要な任務であるが、その目的は『心理的安定』ではない。生きることの

主体的意味に目覚め、生死を超えて『今」を生き抜く勇気をもたらすことが目的である。その

結果として、心の安らぎが与えられることとなろうが、それは仏の働きによるものであり、宗

教者が与えるものではない。このような宗教者の本質的役割をよく理解してもらったうえで、

医療チームに参加していくことが必要であるJ(奈倉、 p.140)このように、ピハーラ活動は生

死の問題を解決することを目的とした活動であり、それは仏の働きによりもたらされるとして

いる。

そして、友久 (2002)は、ピハーラ活動の重要な点は r大いなる宇宙のいのち、すなわち阿

弥陀知来のいのちの中に生かされている自分たちであることを共に感じることが必要J (p. 

226)と述べている。またピハーラ活動者が信心決定していることの重要性も述べ、宗教的な

ケアが大切であると述べている。

以上のように、ピハーラ活動の背景の中心にあるものは、阿弥陀如来の働きであることがわ

かる。この働きにより活動者とその相手が共に支えられ、生かされているという前提がある。

そして活動者は「何よりも人の痛みのわかる人聞になろうとするJ(梯、 1994b、p.89)という
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実践を行うのである。

その他に、奈倉(1994)は、ピハーラ活動では精神的な問題を仏教カウンセリングにより解

決していくとあり、具体的には医駅且当者との協力や、家族や近親者への精神的支援が重要で

あることも述べている (p.142)。また、友久 (2002)は、ピハーラ活動を①痛みやだるさなど

身体面に対する対応、②死への不安など心理面に対する対応、③自分の魂の問題など宗教面に

対する対応、と3つに分けて説明し、相手の話を聞くこと、共感すること、信頼関係の重要性

について述べている (pp.218-229)。このようにピハーラ活動においては、心理カウンセリング

の姿勢を重要視していることが述べられている。

以上のように、本願寺派のピハーラ活動の理論的背景について言われているが、ピハーラ活

動の実態調査についての資料は少ない。そのため、実際のピハーラ活動はそれぞれの現場で試

行錯誤なされてきたが、検討・研究されることが少ない。そこで、本研究においては、ピハー

ラ活動者養成研修会の受講者を対象とした実態調査を行う。この調査から得られたデータを帰

納的に検討し、理論との考察を行うことを目的とする。

本研究は、ピハーラ活動者養成研修会の受講者の生死の問題についての応答を明らかにする

ことを目的としている。また、受講者の現状を把握し、その現状と理論との考察を行う。そし

て、ピハーラ活動者養成研修会の受講者がピハーラ活動者の実践のためのガイドラインのーっ

となると考えられる。

(3)問題の設定

このピハーラの活動のひとつに、生死の問題についての応答がある。例えば、「死んだらど

こへ行くのかJ r死にたくないがどうしたらいいか」といった問いである。このような闘いに

対して、現場の活動者がどのような応答をするのか、という実態を明らかにすることにより、

ピハーラの生死の問題へのアプローチについて考察する。

本研究においては、ピハーラ活動者養成研修会の受講者が、余命3ヶ月と告げられた筋患者

を想定した場合、どのような応答を試みるのかをアンケート調査から明らかにする。

11方法

( 1 )サンプリング

対象は、棒土真宗本願寺派が開催した第21期ピハーラ活動者養成研修舎の参加者41名である。

ピハーラ活動者養成研修会とは、 1987年以降、ほぽ毎年棒土真宗本願寺派の社会部が行ってお

り、 2010年度で21期となる。(棒土真宗本眼寺源社会部、 1999)。

2010年度の研修会の応募資格は、①浄土真宗本願寺派の僧侶・門信徒で、原則として20歳以

上65歳未満であること、②1年間にわたる基本学習会・実習に出席できること。また、報告書
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提出など研修舎に対して前向きに取り組める者、③研修会修了後、教区ピハーラに所属し活動

することのできる者、である。また、ピハーラ活動に関するテー?のレポートを作成しなけれ

ばならない。この研修会は、現在実際に活動しているピハーラ活動者や、活動志望者が参加す

る。こ札らの参加者は、ピハーラ活動に興味・関心を強〈持っている人である。

本研究のデータは、 2011年3月2日に行われたピハーラ活動者養成研修会 rピハーラカウン

セリング総合実習とまとめ」において、講師である友久久雄が研修の一部として行った質問を

整理したものである。

(2 )質問項目

設問は、ピハーラ活動者に対して、癌患者から関われた状況を設定して問うた。具体的には、

次の5問である。

聞い①先生、私は医者から癌で3ヶ月しか命がないと言われました。私は死にたくないの

です。どうすればいいですか(教えてくださいJ

聞い②先生、私はこの3ヶ月の間どうして生きていけば良いのですか{教えてください。)

聞い③先生、私だけが癌になるなんて理不尽です。どうして私だけが癌にならなければな

らないのですか(教えてください。)

問い④先生、死んだら私はどうなるのですか、私不安なのです{教えてください。)

問い⑤先生、本当に地獄や極楽はあるのですか。私は嘘だと思うのですが(教えてくださ

‘‘，，， 
。
、.'v 

この5聞に対して活動者がどのように答えるのかを、自由記述式のアンケートにより回答を

求めた。

(3 )自由記述データの分析方法

最初に、自由記述式アンケートで得られた結果は、全てデータベース化された。回答は長文

のものもあったため、回答に該当すると思われる‘一つのつながりのある文章'を一つの単位

として抽出し、それぞれについてコーディングを行った。その後、似ているコーディングの種

類を集めて、分析結果とした。

また、この分析方法は、佐藤 (2008)と木下 (2003)を参考に行った。

111結果

アンケートにより得た答えを、データペース化し、それぞれについて調査者が読み込んだ。

読み込む中で、聞いに対する回答をコーディングし、共通するものは閉じカテゴリーとした。
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研究者の分析の視点は、可能な限りコーディングの多様性を残し、生死の問題に対するアプロ

ーチを考える基礎的な資料となること、である。ただし、少数の結果に関しては分類に合致し

なかったため、結果に入れていない。

また、以下の記述において、データを r Jで記した。またデータは基本的に原文のままで

あるが、一部、誤字脱字を宜し、体裁を整えた。

(1)聞い①の結果

r①先生、私は医者から癌で3ヶ月しか命がないと言われました。私は死にたくないのです。

どうすればいいですか(教えてくださいo)Jの質問項目に対する回答は、小さなグループで8

つに分類され、さらにそれらは大きなグループとして4つに分類された。小さなグループと大

きなグループは以下のようにコーデイングされた。

聞い①についての結呆のコーデイング

a仏教・宗教・ほとけ・いのちについて伝える

i仏教やほとけの話を活用して、対応する

語いのちは次のいのちにつながっている

b関わる上で相手の気持ちを聞き共に考える

i相手の気持ちを聞き、つらい思いに寄り添っていく

邑共に話し合いながら考える

c死についての話し合い

i r死にたくないJ ということの原因を追及する

ii死は逃げられないものとしてとらえる

iiiピハーラ活動者自身も死ぬ存在であり、

死にたくない思いがあることを伝える

d生きていく上での指針を探す

以下に、それぞれの項目の例を挙げて示す。項目の例は、多様なものを挙げ、類似するもの

は省略した。

a仏教・宗教・ほとけ・いのちについて伝える

i仏教やほとけの話を活用して、対応する

「よろしかったらみ仏のお話をさせていただいてよろしいですか」

「この世に自分を生みだして下さった大きなもののもとに帰るしかないです。真宗では浄土

に往くと言います」
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「仏教では、生死一加と言い、生も死もどちらも同じと考えます。死の不安はなくなりませ

んが、そのような私を阿弥陀仏と¥，lう仏様が、命終わる時に仏にさせて下さいます。J

r一度、お念仏をとなえてみてはどうでしょうか?何かみつかるかも知れませんね」

「知り合いにすばらしい宗教家がいるので紹介します。」

Hいのちは次のいのちにつながっている

「あなたの先祖が生きてきた証はあなたの中にある。あなたの生きてきた証も、すべて残っ

ていく。そして未来のいのちへとつづいていくのです」

b関わる上で相手の気持ちを聞き共に考える

i相手の気持ちを聞き、つらい思いに寄り添っていく

「つらいでしょうね。たいへんですね。生まれて死なない人はいないと言ってもつらいです

ね。そうですか。ガンですか。 3ヶ月ですか。そうですよね。J

r家族の方は何ておっしゃってますか?死んだらどうなるんだろう、家族や仕事いろんなこ

とが心配ですよね。J

r3ヶ月の命とはどういうことですか。症状はどのようなかんじですか。死にたくない気持

ちとはどんな気持ちなのか具体的に教えて下さいJ

首共に話し合いながら考える

「いっしょに考えてみませんか?あるいは話をしませんか ?J

「あなたは私によく問うて下さいました。ありがとうございます。」

c死についての話し合い

i r死にたくない」ということの原因を追及する

「今あなたは死にたくないとおっしゃいましたが、その一番の理由は何だと思いますか。や

り残したことや、家族の行き先が心配だから死にたくないと思うのですか。それともそうし

た具体的なことは別のもっとばくぜんとした思いがあなたは今お持ちなのですか?.J 

H死は逃げられないものとしてとらえる

「残念ですが、『死』を避けることのできた人はいません。」

「死にたくない、と思うのは当然のことだと思う」

iiiピハーラ活動者自身も死ぬ存在であり、死にたくない思いがあることを伝える

「私も死にます」

「私も出来ることなら死にたくありません」

d生きていく上での指針を探す

「あなたは生きて何がしたいですか?例えば医者の言った通りあと 3ヶ月だとしたら、何が

心配で、何がしたいですか?.J 
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「もし元気でこれからも生きれるとしたら何をしたかったですか」

( 2 )問い②の結果

『②先生、私はこの3ヶ月の閑どうして生きていけば良いのですか{教えてくださいo)Jの質

問項目に対する回答は、小さなグループで6つに分類され、さらにそれらは大きなグループと

して 5つに分類された。小さなグループと大きなグループは以下のようにコーディングされた。

聞い②についての結果のコーデイング

a仏様の話をさせていただく

b相手に聞き明確にしていく

i相手がどの様に考えているのか聞く

ii問題そのものを考える

c 生死に向きあい考える

d 日常のサポートをする

e相手に新しい考え方を伝える

以下に、それぞれの項目の例を挙げて示す。

a仏様の話をさせていただく

「私にもよくわかりません。けれども、もしも私に望んでくださるのでしたら、私はご一緒

に仏様とのお話を聴いたりお話ししたりさせていただくことはできます。J

rまず、手を合わせてください。仏様が、そばにいてくださってます。」

b相手に聞き明確にしていく

i相手がどの様に考えているのか聞く

「これからの3ヶ月をどうやって生きていけば良いのか悩んでいらっしゃるのですね。あな

たは、何かやりたい事がありますか?それとも、死んだらどうなるのか不安になっていらっ

しゃるのでしょうか?せっかく生きている命ですから、これからの3ヶ月を楽しく過ごすか、

辛〈過ごすかあなたの気持次第かもしれませんね。あなたは、どうやってこれからの3ヶ月

を過ごしたいと思いますか?J

ii問題そのものを考える

「できる限り楽しい思いをして忘れていたいというのもあるでしょう。しかし、私達の多く

は自分につきつけられた現実を何らかの形で解決した方が気持ちが落ち着きます。あなたの

現実、あるいは問題は何だと思いますか?まず、それを考えてみませんかじ

c生死に向きあい考える
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「あなたは今までに何のために生まれてきたか考えた事はありますか。楽しかった事、つら

かった事、うれしかった事等、いろいろ想い出して、話してみませんか。そして病気になっ

たことがとてもつらい、苦しい事として受けとめて、これからどうすれば良いか話してみま

せんか。生命あるものとして生まれて、病気になりやがて老いが来て死をむかえる。という

事を受けとめてみましょう。」

d日常のサポートをする

「毎日を悔いなく過ごすように心がけてみる。一つ一つ、できることをこなしていく。色ん

な人と話をする。美味しいものを食べる。行ったことのないところへ行ってみる・H ・H ・..そう

いった一つ一つに、真剣に取り組んでみる。」

「特別なことをしようと考えているのか聞いてみる。何も思いつかないのであれば、日々の

生活を、そのまま過ごすことを進めるが。治療や死の準備について考えているのであれば、

具体的にどうしようと思うかきいてみる。それが決定されていなければ、情報収集などを手

伝う。いつも通りの日常生活を送ることが、できそうであれば、話し相手になりながら生活

をサポートする体制を整える。J

e相手に新しい考え方を伝える

i一日一日を大切に過ごすように話す

「あなたの両親のことを思い出して下さい。両親が今おられたらどう思われるか。大切なあ

なたをどう育てられたか、今まで生きてこられたのは両親が大事に育てて下さったでしょう、

その思いを大切にして一日一日を感謝の気持ちで過ごしませんか。私もそうしたいと思いま

す。きっとこころが落ち着くと思いますよ。J

「一日一日を大切に、有意義ある時聞をすごしましょう。どんな最後を迎えたいのか、何か

いい残すことがありますか、あなただけが死んでいくのではありませんよ。J

H 自分だったらどうするか伝える

「もし私が同じ立場になれば、その苦しみはいてもたってもおれませんね。しかし私だった

ら残された時聞を大切にし、毎日を精一パイ生きていこうと思います。 3ヶ月がもっともっ

と長くなるかもしれないこともある事を自己体験の書物を書いた人の本を読んだこともあり

ます。」

(3 )聞い③の結果

『③先生、私だけが癌になるなんて理不尽です。どうして私だけが癌にならなければならな

いのですか{教えてくださいo)Jjの質問項目に対する回答は、小さなグループで7つに分類さ

れ、さらにそれらは大きなグループとして 5つに分類された。小さなグループと大きなグルー

プは以下のようにコーディングされた。
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聞い③についての結果のコーデイング

a仏教を中心に考える

i仏を中心として考えていく

話“線"によって考えることをうながす

b共感・寄り添う・より詳しく聞く

c癌と向きあう

d医療的なサポートの紹介

e新しい考え方を相手に伝える

iあなただけが死ぬのではないと伝える

首介入的な応答をする

以下に、それぞれの項目の例を挙げて示す。

a仏教を中心に考える

i仏を中心として考えていく

「一緒に(ガンになった理由について}阿弥陀様におたずねしていきたい」

「貴方だから、ではなしこういう生き方も有るのだと言う事に気付かせていただいた事を

仏様に感謝しましょう。お念仏申しましょうね。あるがままを受け入れましょうより

「みんなお棒土にかえられる身なのです。」

「み仏の大きな大きな世界の中では必要な事だったのかもわかりませんねえJ

U“縁"によって考えることをうながす

「生命あるものとして生まれてきてみんなが幸せにくらしてゆけたらいいけど、だれもみん

なこの先、何に出会うかわかりません。何事もなく幸せにくらせたらいいけど、みんな縁が

あれば色々なことによっかります」

「やはり“心"と“縁"のことが中心と思います。良い惑いでもありません。仏教では“縁

起"と言います。よかったらゆっくり食事でもしながらお話をきいて、こちらもみ仏のお話

をさせていただきたいと思います」

b共感・寄り添う・より詳しく聞く

「そう、どうして私だけがえfンになって...・H ・..理不尽ですよね、本当に。」

「いざ、自分がえfンになったらつらいですね」

rその理不尽な気持ちをもっと詳しく聞かせて頂けませんか?と聞く J

c癌と向きあう

「ガンと向きあってもらうことが大切だと思う。そこからどうするか、どうしていくか。ガ
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ンと共に生活をしていくかを一緒に考える」

「上手くがんと付き合っていく方法がないか、考えていきませんかじ

d医療的なサポートの紹介

「えfンも今はとても治療が進んでいるそうですよ。痛みも余り感じなくてよい方法もあるそ

うです。」

r治療を望むのならば、同じ病の仲間をきがしてあげる」

e新しい考え方を相手に伝える

iあなただけが死ぬのではないと伝える

r私も明日事故でしんでしまうかもわかりません」

「別にあなたが何かに選ばれたわけではないと思いますよ。病気は誰でも昼、うものです。」

『あなただけではありませんよ(中略}ガンになったことはつらいでしょうが、現実として

受け止めて」

U介入的な応答をする

r今のあなたを見ていると、それほどまでに怒りをお持ちのようにも見受けられません。ひ

ょっとしたらあなたはあなたなりの理由を見いだしている。あるいは庁ンであるという事実

を勇気をもって受け入れようとされているのではないですか。」

r早くわかって良かったじゃないですか?今はガンの治療も進んでますから、早〈治療され

れば治るんじゃないでしょうか ?J

( 4 )聞い④の結果

『④先生、死んだら私はどうなるのですか、私不安なのです(教えてください。}Jの質問項目

に対する回答は、小さなグループで9つに分類され、さらにそれらは大きなグループとして 3

つに分類された。小さなグループと大きなグループは以下のようにコーデイングされた。

問い④についての結果のコーディング

a阿弥防仏の働きにより、浄土で仏になる

i掃土へ

姐仏になる

iii阿弥陀仏の働き

iv親鶴聖人からのお取り次ぎ

b共感したり聞いたりする

i不安について聞いたり、話し合ったりする

ii死後の話で患者が信じているものを聞く
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c死についての事実的・解釈的な回答

i全ての人が死ぬ

H死後についてはわからない

i起死後についての新しい解釈を伝える

以下に、それぞれの項目の例を挙げて示す。

a阿弥陀仏の働きにより、浄土で仏になる

i浄土へ

q争土真宗の場合はね“そくとくおうじよう"といってね、亡くなるとすぐにお棒土にかえ

るんですよJ

「みんなお浄土でまってくださってますJ

iiイムになる

「人はみな亡くなったら仏様になります。残った家族の方の心の中で見守っています。お浄

土の国という所で今まで亡くなられた方とお会いできますよけ

iii阿弥陀仏の働きで

r私を救って下さるのが阿弥陀様です。死ぬのが嫌な私こそ、仏様のお目当てです。『南無

阿弥陀仏』とお念仏申す者を、必ず救うと仏様に寄っておられます。この世の縁がつきると

き、浄土に生まれ仏とならせて項きましょうり

rそういう不安だらけの私たちに、『心配しなくていいよ』と私たちがいつも背中を向けて

しまっていた阿弥陀さまというほとけさまがはたらきかけてくださっているのですよけ

iv親縛聖人からのお取り次ぎ

「親矯聖人がおっしゃるには、私達は死んだらお浄土へ行き、仏になるのです。」

b 共感したり聞いたりする

i不安について聞いたり、話し合ったりする

「不安は誰でもですね。私もそうです(中略}どうか二人で今の不安を一つ一つ話し合いま

せんか。時間をかけて。J

ii死後の話で患者が信じているものを聞く

r何か心の寄りどころとされる宗教はありませんか ?J

rあなたはどうなるのか?どういうところだと思われますか?どうなったらいいですか?ど

ういうところだったらいいなと息われますか?と聞く。そしてそれに対しなぜそう思われた

のですかと聞く。」

c死についての事実的・解釈的な回答
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「自分の存在がなくなっていくと考えると、苦しくなりますね。でも止めることができない

のです。」

ii死後についてはわからない

「死んだらどうなるのかは、私にも分かりません」

「私も実際に死んでいないので、どうなるかはわかりませんがJ

iii死後についての新しい解釈を伝える

「体は焼カ通れてなくなりますが、あなたとの思い出を持つ人はいっぱいおられるでしょう。

人の記憶の中に生き続けるのではないでしょうか。」

「人が死んだらよく『往生する』って言いますよね。あれは、よく見ると往って生まれると

書くのですよ。だから、きっと次の生を生きるのだと思います。」

iv死の向こう側のことについて教わることを進める

「死が不安なのは死の向こう側のことについてはっきりと自信をもって教えてもらった経験

がないからではないでしょうか。少なくともそのことを聞いていればあなたの不安の質はか

わっていくと思いますよ」

( 5 )聞い⑤の結果

『⑤先生、本当に地獄や極楽はあるのですか。私は嘘だと思うのですが(教えてください。)J

の質問項目に対する回答は、小さなグループで12個に分類され、さらにそれらは大きなグルー

プとして3つに分類された。小さなグループと大きなグループは以下のようにコーディングさ

れた。

聞い⑤についての結果のコーディング

a阿弥陀仏によって救われることが、お釈迦様や親鳴聖人によって明らかにされている

i私にとって樺土はなくてはならない場所

ii阿弥陀様は私たちを滞土に生まれさせる

iii地獄があるか、という問題ではない

ivお釈迦様や仏さまや親鳴聖人がおっしゃっていることを伝える

b相手にどう思っているのかを聞く

c死後の世界について考えていること・言われていることを伝える

iあるかどうかはわからないが、あると信じたい

首死後の世界が何かあると思う
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iu今を大事に生きることで極楽と地獄ができる

iv人の心の中にあるものではないか

vこの世が地獄

吋方便の1つ

vu自分の力では死後についてはわからない

以下に、それぞれの項目の例を挙げて示す。

a阿弥陀仏によって救われることが、お釈迦様や親鱒聖人によって明らかにされている

i私にとって棒土はなくてはならない場所

「ただ1つ言えることは、極楽浄土というのは私にとって無くてはならない場所だという事

です。自分も極楽へ生まれ、仏に成らせていただくという事はもちろん、大好きだった祖母

や、祖父、沢山のご先祖方が私を待っていてくれる世界、又、南無阿弥陀仏と私にははたら

いていてくれる世界は私にとって極柴があるのか?ないのか?ではなく必ずあってくれる世

界といただいています。」

誼阿弥陀様は私たちを待土に生まれさせる

「阿弥陀様は私たちみんな一人のこらず、お浄土にうまれさせると替ってくださっておりま

すJ

rお待土には地獄はありません。心安らかに毎日を精一杯生き、念仏生活を送ることにより

お浄土{極楽)に往かれます。」

「私も実際に見てきた訳ではありませんが、地獄は無くとも極楽浄土はあると信じています。

お待土でなつかしい方々と逢えると思っています。だって死んで終わりではあまりにも自分

がみじめに思うでしょう。死後も生きて行〈世界があるということは素晴らしいと思いませ

んか。仏さまにそうさせていただくことができるということは。J

H地獄があるか、という問題ではない

「すばらしい方(親鵠聖人)に出会えて思うことは、地獄があるとかないとかそういうのは

ぜんぜん問題になりません。」

iiiお釈迦様や仏きまや親鷲聖人がおっしゃっていることを伝える

「お浄土はあると{その方に)言う。私は死んだ後のことはわからない。でも私が言ってる

んじゃなくて仏さまがおっしゃってる。その方と、一緒に聞かせてもらいたいと思っている

事を伝えるυ

「実は私も経験したことがないから分からないのですよ。ただお釈迦様や親鳴聖人がおっし

ゃっていることを心から全て信じることが出来る人にとっては極楽棒土はあると思います。」
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b相手にどう思っているのかを聞く

「なぜウソだと思われるのですか?あなたはどういう所があるのだと思われますか?そして

どういう所があればいいなと思われますか?など質問者の持っているイメージや意見を聞

く」

c死後の世界について考えていること・言われていることを伝える

iあるかどうかはわからないが、あると信じたい

「お念仏を唱えることで、いつかお浄土へ迎えられたいと私は思っています。もし、本当に

浄土がないのだとしても、信じること、信じてその道を行くことこそに救いがあるのではな

ないでしょうか。J

「あるとも言い切れないですが、ないとも言い切れないでしょう。だったら、私はあると信

じていますよ。」

「極楽は『必ずあってほしい』と願っています。今の自分の悩みも苦しみもなく、自分自身

の心の醜さに嘆く事のない世界ですから、是非、その世界に往き煩悩のない仏として生まれ、

同じ悲しみを抱〈人々を救いたいです。」

起死後の世界が何かあると思う

r私は地獄も極楽もあると思います。もちろんよくいう鬼がいるとか、蓮の花がきいてとい

う世界があるというのではなく、私自身の考えを超えた世界があると思います。ですから、

それを言葉にあらわして答えることはできません。しかし死ねば何もないという事の方が、

私にずっと嘘のように思えるのです。何かがあります。J

rあの世もあると考えた方が良い様に思います。(中略)地獄極楽はともかく、この世だけ

でわたしもあなたも居なくなるとは、悲しい話しじゃありませんか?少なくとも、私は、あ

の世はあると信じます。」

iii今を大事に生きることで極楽と地獄ができる

「今を一生懸命生きる事で極楽があるのではないでしょうか?あるとしたらどちらに行きた

いですか?自分の生き方で地獄も極楽もつくっているんではないでしょうか。」

iv人の心の中にあるものではないか

「人の心の中に地獄も極楽もあるのではないでしょうかJ

「地獄は、私自身の心、気持ちがそう思うことではないでしょうか?ねたみ、そねみ、優越

感など、自分中心の気持ちのなかに、地獄は有ると思いますよ。お念仏させて項いていると、

心が安らぎますでしょう。それが一番だと思いますよ。心の安定カ昔極楽だと思いますよけ

vこの世が地獄

「地獄はこの世にあると思います。阿弥陀様を信じることが出来なければ、この世にありな
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がら苦しむことが色々多く出てきます」

vi方便の1つ

r日々の生活の中で精一杯周りのこと、周りの人と心合わせて生活をすることを目標にする

ための方便だと思います。」

「生きていく中で、我が身を振り返り、悪い行いを少しでもなくし、良い行ないを積み重ね

て往くためにも、地獄、極楽という世界をつくり、地獄より、極楽世界をめざそうという話

しを作り出しておられるのです。」

吋i自分の力では死後についてはわからない

「地獄や極楽があるのかどうか私もわかりません」

「見えないから分からないですよね。でもあります。私たちが今、生きているんだからυ

W考察

問い①から⑤までは全て癌患者との応答を想定しており、生死に関する場面である。この間

いに対する回答全てを整理する。

その結果、聞い①-a・問い②-a・聞い③-a・閑い④-a・聞い⑤-aは、‘A仏教・宗

教・ほとけ・いのちに関する応答'と整理された。

問い①-b・関い②-b・聞い③ーb・問い@-b・聞い⑤ーbは、‘B相手に寄り添い・共

感・共に考える姿勢'と整理された。

聞い①-c・聞い②一c・聞い③ーc・問い@-c・問い⑤-cは、℃生死に関する話し合い'

と整理された。

聞い①-d・聞い②ーd・聞い③-dは、‘D生活や医療的なサポート'と整理された。

聞い②-e・問い③-eは、‘E新しい考え方の提示やアドバイス'と整理された。

( 1 ) 仏教や宗教的応答と相手へ寄り添う姿勢

浄土真宗の社会実践の理論的な枠組みは、阿弥陀仏からいただいた大悲の実践、すなわちお

念仏を中心とした実践が重要視され、そのことにより生死を超えていくということであった。

この点については、 A仏教・宗教・ほとけ・いのちに関する応答と C生死に関する話し合い

がそれに対応した、実態であると考えられる。ピハーラ活動者が、実践の中で念仏を伝えよう

とし、生死の問題に向きあっていることがわかる。

まず、仏教・宗教・ほとけ・いのちに関する応答(A)は、具体的に見ると以下のごとくであ

る。聞い①に対する答えのaーiにある「よろしかったらみ仏のお話をさせていただいてよろ

しいですか」という言葉は、相手に仏の話をするための‘許可を取る'という行為である。ま

た、‘内容の伝達'に関しては、 a-iにあるように、「この世に自分を生みだして下さった大き
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なもののもとに帰るしかないです。真宗では浄土に往くと言いますJr仏教では、生死一如と

言い、生も死もどちらも同じと考えます。死の不安はなくなりませんが、そのような私を阿弥

陀仏という仏様が、命終わる時に仏にさせて下さいます。」と様々な伝え方をしていることが

わかる。そして、「知り合いにすばらしい宗教家がいるので紹介しますJなどの、唱百介'とい

った伝え方もある。このように、実践場面において、‘許可を取る'‘内容の伝達'‘紹介'などの

様々なアプローチを通して、お念仏の実践がされていることがわかる。実際には、活動場所や

活動者と相手との関係などにより様々に伝え方は変わると考えられる。

このときに、重要になってくるのは相手に寄り添い・共感・共に考える姿勢 (B)の対応で

ある。このような対応は、ピハーラ活動のための理論として重要視されていた心理カウンセリ

ングの特徴である。聞い①のb-iにあるような、「つらいでしょうね。大変ですね」といった

‘共感的応答'や、「家族の方は何ておっしゃってますか ?Jという‘家族への配臆'、「死にたく

ない気持ちとはどんな気持ちなのか教えてください」という‘相手への配慮'、などがある。こ

のような応答や配慮により、活動者が相手との信頼関係を構築し、より相手を詳しく理解する

態度がみられる。

このような相手を理解しようとする姿勢は、心理カウンセリングにおいて最も基本的であり、

かつ重要である。この積み重ねにより形成される感情の疎通性のことをラポールという。これ

は、クライエントとカウンセラーの聞に温かい感情の究流があり、安心感と信頼感のなかで自

由に考えや気持ちが表現きれ、互いを理解し合えるような関係性をいう。この関係をカウンセ

リングの初期において構築することが重要であるとされる{小池、 2004、p.4l)。ビハーラ活動

においても、相手に寄り添う姿勢を持つことにより、実践においてラポールを構築することが

重要である。そのことにより、仏教や宗教に関する応答や、生死に関する応答への理解も促進

されると考えられる。

また、この活動者の相手が仏教や宗教に対して嫌悪感や抵抗を持っている場合がある。この

場合は、無理に宗教的な対応をすべきではない。もし、このような場合に宗教的な対応をした

ならば、相手に寄り添い・共感・共に考える姿勢とはかけ離れた対応となり、信頼関係を築け

ないと考える。このような場合は、むしろ生死に関する話し合い(C)の対応が参考になる。

( 2 )生死に関する話し合い

生死に関する話し合い(C)の対応を、聞い①のc-iからみると、 r今あなたは死にたくない

とおっしゃいましたが、その一番の理由は何だと思いますか。」といった‘死にたくない理由

をたずねる質問'や、「残念ですが『死』を避けることのできた人はいませんJ といった‘死の

不可避性の直面化'、「私も出来ることなら死にたくありません」といった‘活動者自身の死へ

の想いの伝達'などがあげられる。これらは、仏教・宗教・ほとけ・いのちに関する応答(A)
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のような宗教的な用語による対応ではなく、日常的に用いられる用語を使った生死の問題に焦

点を合わせた応答である。この応答は、仏教や宗教に対して嫌悪感や抵抗を持っている人に、

生死の問題について考えるきっかけを促す応答である。

以上のように、本願寺派のピハーラ活動者はお念仏を中心とした実践や、生死の問題に対し

てアプローチしていると言える，また心理カウンセリングの視点を重要視していたことも実践

の成果になっており、相手を理解するようにつとめており、活動が促進されていると考えられ

る。これらは理論的な枠組みが実践においても活用されていることを示すものである。

さらに本研究により、その具体的な実践方法について示唆されるところが多くある。仏教・

宗教・ほとけ・いのちに関する応答(A)に関するならば、相手に仏の話をするための‘許可を

取る'といったことや、宗教家の‘紹介'などの実態が明らかとなった。このような実践者の

現場における考えが明らかになることで、今後初心者や経験者を閑わず、この結果を自身の活

動を省みる基準の一つにすることができる。そうすることで、活動者自身が相手への関わりの

柔軟性を向上させたり、自己の活動について内省することができ、今後の活動の織論をより活

発にすることができる。

(3 )生活や医療的なサポート

また、生活や医療的なサポート (D)や新しい考え方の提示やアドパイス(E)のような実践が

されていることも実際に明らかとなった。まず、 Dについては、聞い①のdを見ると‘生きて

いく上での指針を探す'として、「あなたは生きて何がしたいですか?例えば医者の言った通

りあと 3ヶ月だとしたら、何が心配で、何がしたいですか ?Jや「もし元気でこれからも生き

れるとしたら何をしたかったですかJなどがある。この応答は、関われている内容が「私は死

にたくないのです。どうすればいいのですか」という聞い①の答えに直接的に答えていない。

この応答に対する解釈を多様に考えてみると、‘日常的な悩み事から始める'や‘生きている今

に目を向ける'、もしくは‘生死の問題に対する応答の回避'ともとれる。それぞれのケースに

より応対の多様性があるため、どの応答が正解ということはない。しかしながら、 Dの応答は、

生死の問題から日常的な問題へ話しを展開させていることを活動者は認識しておく必要がある。

このことにより、活動者の相手が日常的な問題から冷静に話しを始められる場合もあれば、活

動者が相手のニーズに答えていない可能性もあると考えられる。

他に、闘い②のdでは「治療や死の準備について考えているのであれば、具体的にどうしよ

うと思うかきいてみる。それが決定されていなければ情報収集などを手伝う J といった‘情報

収集'のサポートや、関い③のdの「治療を望むのならば、同じ病の仲間をきがしてあげる」

という‘仲間探じのサポートといった具体的な援助を想定している。

このような生活や医療的なサポートは、援助活動のーっと言える。しかしながら、日常場面
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や医療的なサポートをするということは、容易なことではない。例えば、安易に様々な情報を

与えることで心理的な負荷を与える場合もある。これらの応答がどのように相手に受け取られ

るかについては、今後フィールド調査を通して検討されなければならない。現状における実践

のためには、医療や心理臨床、ソーシャルワークの知見が活用できる。

( 4 ) 新しい考え方の提示やアドバイス

また、新しい考え方の提示やアドパイス(E)がある。これは、聞い②のeに‘一日一日を大

切に過ごすように話す， ，自分だったらどうするか伝える'などの応答があった。また問い③の

eに‘あなただけが死ぬのではないと伝える'や‘介入的な応答をする'があった。これらはも

ともと、活動者の相手は持っていなかった考え方を提示するということである。このことは心

理臨床の観点からみると、介入的な応答と言うことができる。この応答は相手の価値観や人生

観を変える可能性があり、注意して行う必要がある。心理臨床においては介入的な応答はきれ

ず、クライエント自身が気ザプいていくことを待つアプローチもある (Rogers，C.、1942)。この

ように、活動者が相手へ関わる時、新しい考え方を提示したり、アドバイスすることは非常に

高度な専門性が要求されるので、今後フィールド調査などを過して、具体的にその内容を検討

してい〈必要がある。

以上をまとめると、 A仏教・宗教・ほとけ・いのちに関する応、答、 B相手に寄り添い・共

感・共に考える姿勢、 C生死に関する話し合いの応答は、理論的な枠組みに応じてされている

実践であり、その現場での多栂性について整理できた。これらのデータから、ピハーラ活動者

が実践活動の多様性を学んだり、自身の活動のチェックを行うことができると考えられる。ま

たロールプレイなどを通した学習にも活用できると考えられる。

V結論と本研究の問題点

ピハーラ活動について、梯(1994ab)は阿弥陀仏を中心とした実践であると述べ、奈倉

(1994)は生きる事の主体的意味に目覚め、生死を超えて「今」を生き抜〈勇気をもたらすこ

とが目的である、と述べている。本研究結果から、活動者は以上のような理念を基盤として活

動していることが明らかとなった。お念仏を中心とした常行大悲の実践が、 A仏教・宗教・ほ

とけ・いのちに関する応答やC生死に関する話し合いに現れていたと言える。また、ピハーラ

活動が重要視している心理カウンセリングの視点についても、 B相手に寄り添い・共感・共に

考える姿勢としてみることができた。さらに、本研究結呆においては、それぞれの具体的な応

答の多様性について述べた。他には、 D生活や医療的なサポート、 E新しい考え方の提示やア

ドバイスといった応答も見られたが、これらは今後臨床における影響について検討する必要が
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あると考える。

本研究の設聞は、ピハーラ活動者が癌忠者から生死の問題を関われているという状況を設定

した上でのアンケートであった。そのため、癌患者が生死の問題への関心を強〈持っている場

合を想定されている。浄土真宗本願寺派の活動は、特別養鰻老人ホームを中心、に広がっている

ため、このような状況は現場において多くないかもしれない。

しかしながら、本アンケートのような問いは生死の問題の中心に関する聞いであり、ピハー

ラ活動に共通している聞いである。本調査の結果は、それぞれの実践を再検討する基準になる。

また活動者自身がこの聞いについて考えることで、死生観を再検討でき、実践場面での問題に

柔軟に対処できるようになると考える。

また、ピハーラ活動者の相手が生死の問題への関心が低い場合は、本論文のA仏教・宗

教・ほとけ・いのちに関する応答では、相手のユーズとの差が非常に大きくなると考えられる。

このような場合は、 B相手に寄り添い・共感・共に考える姿勢の応答によって信頼関係を構築

し、活動者の相手自身がそれぞれの問題について考えていくことになると思われる。そうする

ことで、 A仏教・宗教・ほとけ・いのちに関する応答やC生死に関する話し合いといった問

題についても、話しやすい環境を整えることができる。

生活や医療的なサポート (D)や新しい考え方の提示やアドパイス(E)の対応に関しては、介

入的な要素が強く、活動者が相手に影響を与えるため、行う場合は注意して行うべきである。

このような影響を強〈与える活動を行う場合は、スーパーヴァイザーからの指導をもらうこと

も必要である。

本研究は、自由記述のアンケートを分類により分析した。このことでピハーラ活動者の多様

な実態の一部を把握できた。しかしながら、今回の自由記述式の調査方法では統計的な検討は

加えられない。これはデータが文字データであり単純に数量化できるものではないため統計的

な分析が難しく、またサンプルも全体を把握するためにはより多くのデータが必要と考える。

今後、本研究を基礎として質問紙を作成し、全体的な傾向を把握することが必要である。その

時、ピハーラ活動者だけではなく、一般のボランティアや大学生から回答を得て比較検討し、

ピハーラ活動の特異性について考察する必要がある。

また、本研究は自由記述のアンケート形式であり、実際の場面の相互作用を分析できていな

い。今後は本研究の成果を元にして、実際のフィールド調査を行うことができる。そうして実

態を明らかにされたことを、ピハーラ活動の理論的な視点から検討を加えることにより、ピハ

ーラ活動のための理論は発展し、ピハーラ活動が生死の問題や高齢者の問題に対して、より効

果的に活躍することができると考える。
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